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資料２

京都府環境基本計画の進捗に係る
点検結果等について



⚫ 進捗状況の評価手法として、「メトリクス管理」に基づいて、事業の実施状況の「プロセス管理」とその

アウトカムとなる「プロダクト管理」の両面からの評価が重要。いずれも数値化が難しいことも理解。

⚫ 環境問題のいずれの分野においても、気候変動をベースに繋がりをもって政策を進める思想が定着し

てきたことは評価。

⚫ 啓発事業を通じて一定の理解が府民に浸透してきたと思うが、行動変容に繋がっていない。啓発だけ

に頼らない、行動変容等を促す仕組みづくりを政策的に進めていくことが重要。

⚫ 第5章、6章の各項目の評価に関して、取組事項の点検（表）と点検結果の評価の関連性が見

えにくい。

⚫ 計画上は環境審議会で進捗状況を検証することとなっているが、最終的な評価は、府民が行うという

ことを念頭に置き、府民が生活の質の向上を実感できるなどの総合的な評価に繋がるように進めて

いくことが重要。

⚫ 進捗状況の点検は、府庁の内部業務の管理だけが目的ではなく、府民への公表を前提にしているも

のであれば、指標、総合的評価、見える化といった視点が重要となる。本年度の評価では難しいと

思うが、将来的には外部の協力も求めながら、そういった視点での評価を検討されたい。
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前回の主な御意見



進捗確認の方法について

（２）次年度以降
⚫ 前回の御意見を踏まえ、次年度以降の進捗確認の方法について、今後、御審議

いただきたい。

（１）昨年度の公表
⚫ 昨年度の進捗の評価については、速やかに公表する必要があるため、本日、公表

案（京都府環境白書で公表予定）について御審議いただきたい。

今後の進捗確認方法の方向性（案）

第５章（分野横断的施策の展開の方向性）

⚫ 第５章は、環境分野以外の複数分野の課題解決に資する分野横断的な施策展開の方向性を示すもの。

第６章（環境課題の分野ごとの重点取組）

⚫ 第６章は、第５章の分野横断的施策の展開の方向を踏まえて取り組む、環境課題の分野ごとの重点取
組を示すもの。

第６章の取組については、

①個別計画に基づき定量的に進捗確認を行い、（各部会での点検結果等を取りまとめ、）

②加えて、第６章の取組が第５章で示した「分野横断的施策の展開方向」に沿って実施できているかどうかを、

府が各ステークホルダーの意見収集等を行いながら、整理した上で（主に「定性的把握」を想定）

③その結果を審議会で検証いただく



①持続可能な脱炭素
社会に向けた取組
の加速化

②ゼロエミッションを
目指した２Ｒ優先の
循環型社会の促進

④自然と生活・文化が
共生する地域社会の
継承

③安心・安全な暮らし
を支える生活環境の
保全と向上
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京都府の地域特性に応じた取組を展開

第５章と第６章の位置付けについて
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（参考）府民の意識調査結果
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⚫ 京都府では毎年、府民の皆様の生活実感などについての意識調査を実施しており、環境施策に関連して３
つの項目で調査を実施

Q お住まいの地域（市町村）が優れたまちなみや景観、 自然環境に恵まれていると思いますか

⚫ 過去５年間で大きな変
化はなく、７割程度の方
が「そう思う」又は「どちら
かというとそう思う」と回答

Q節電･公共交通機関の優先利用･環境負荷の少ない商品の優先購入等のエコな暮らし方を実践していますか

Q省エネの取組や太陽光発電などの再生可能エネルギーの導入が、暮らしやすさにつながると思いますか
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⚫ 過去５年間で大きな変
化はなく、６割以上の方
が実践している旨、回答

⚫ 2019年度から新たに再
エネに関する調査を開始

⚫ 2019年度から2020年
度にかけて3ポイント増

※ 2019年度から回答の選択肢を変更し、2018年度まで
は「日常的に実践している」「ときどき実践している」を、2019
年度以降は「よく実践している」「実践している」をカウント



【昨年度の公表】京都府環境白書への掲載方法（案）
⚫ 令和４年７月８日の総合政策･地球環境合同部会における議論を踏まえて京都府環境白書に記載

＜京都府環境白書への掲載イメージ＞

＜令和４年7月8日合同部会の配付資料＞

７月８日に開催した合同部会で頂戴した御意見

※7月８日合同部会における議論を踏まえ、京都府環境白書に記載


